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令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 18 日実施） 

総合評価（３月 23 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇個々のキャリ
アの発達を促
し、新たな教
育課程の編成
の検討ととも
に、実施に向
けて履修や選
択に役立つ教
育計画を生徒
に示し、学び
やすく、個に
応じたオープ
ンなカリキュ
ラムを編成す
る。 

 
〇「真の学ぶ力」
の伸長のため
の授業改善に
取り組む。 

① 新教育課程 
の年次進行に合
わせ、令和の日
本型学校教育に
基づく学力観を
念頭に置いたカ
リキュラムマネ
ジメントを進め
る。 
 
② ICT機器を効 
果的に活用した
授 業 改 善 を 行
い、生徒が主体
的に多様な人々
と協働し学修す
る姿勢を培い、
また家庭学習の
習慣を根付かせ
ることで、基礎
学 力 定 着 を 図
る。 

①新教育課程への移行を完成
させ、教科・系列と連携して生
徒の希望を受け入れられる時
間割の作成と適切な履修指導
を行う。 
 
 
 
 
 
②ICT 機器の効果的な活用方法
を職員同士で共有し、授業力を
向上させることができるよう
な研修会を実施する。 
 

①・生徒の希望を適切に受
け入れられる時間割作成に
つとめたか。 
・適切な履修指導を進めら
れるよう、各年次に丁寧な
支援を行ったか。 
 
 
 
 
②定期的に研修会を実施で
きたか。研修会の内容は効
果的であったか。 

①・教科・系列と連携
し、効率的な講座配置
についての検討を進
め、生徒の希望を活か
せるような時間割作成
に努めた。 
・生徒との面談を積極
的に行い、進路の自己
実現に向けた授業選択
の支援を行った。 
②定期的に研修会を実
施し、ICT 機器の効果
的な活用方法を職員同
士で共有することがで
きた。それにより、生
徒の実態や興味・関心
に基づいて指導方法や
教材を開発するなど、
ICT 機器の活用が促進
された。 

①令和６年度に新学習
指導要領に基づいた教
育課程が完成するの
で、生徒の希望がより
一層受け入れられるよ
う関係部署と連携し
て、時間割の作成や科
目選択の履修指導につ
とめていく必要があ
る。 
②ICT 機器の活用につ
いて、更なる底上げを
図っていきたい。また、
生徒の家庭学習を習慣
づけたり、生徒の意見
発表や研究発表の機会
を増やしたりするとと
もに、ペアワークやグ
ループワークなどによ
って他者の考えを知
り、自らの考えを深め
る学習をすることが必
要であると考えられ
る。 

①多様な生徒に対する学習指
導、及び進路の自己実現に向け
た授業選択の支援について、成
果が得られている。今後、教員
が、日々変化する社会のニーズ
を意識し授業選択を支援する
とよい。また、授業選択の際、
「将来の自分、なりたい自分」
の視点で履修指導を行うこと
が有効である。 
②・ICT 機器の活用に向けて、
教員側のスキルを向上させる
ため、研修等の時間を確保する
など、取組を充実させるべき。
また、動画教材を活用した反転
学習に、より一層積極的に取り
組むことを期待する。 
・１人１台 PC の全面導入がで
きていない中、生徒個人のスマ
ートフォンを活用した授業は、
現状に即した活用事例であっ
た。授業での活用を通じて、ス
マートフォンの安全な利活用
を学ぶ契機にもなる。 

①生徒の希望を
可能な限り活か
して時間割作成
を行い、生徒の
進路実現に向け
支援を行った
が、授業教室の
数や、体育館の
耐震工事などの
影響で不可能な
部分もあった。 
 
②定期的に研修
会を実施し、ま
た校内の WiFi
のアクセスポイ
ントを倍増させ
たことによって
１人１台端末を
授業その他で効
果的に活用でき
る環境づくりを
進めることがで
きた。 

①令和 6 年度に
は１～３年次の
教育課程が揃
い、また体育館
の耐震工事も終
了するため、系
列科目の見直し
を行った教育課
程の成果が明ら
かになると期待
される。 
 
②校内の WiFi
のアクセスポイ
ントは改善した
が、もともとの
回線が十分な環
境とは言えず、
ガイダンス等で
多くの生徒が同
時使用可能な環
境整備を進めて
ほしい。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

〇生徒の主体的
な活動による
学校行事や生
徒会活動等を
通し、生徒が
お互いを尊重
し、協働する
姿勢を身に付
けさせて、リ
ーダー性を育
てる。 

 
〇生徒の多様性
を踏まえた支
援体制の充実
を図り、併せ
て、規範意識
を高め、SDGs
を活用し、本
校生徒として
の意識を高め
る。 

 

① withコロナ 
の時代に合わ
せ、学校行事、 
部活動などの活
動内容を精選・
改善し、生徒の
主体性・リーダ
ーシップを醸成
し、社会で『生
きる力』を身に
付けさせる。 
 
② 支援を必要 
とする生徒に寄
添った教育相談
体制を確立し、
日常の生活指導
を通じて、生徒
の規範意識の向
上をはかる。 
また、授業や HR
活動等を通じ、
SDGs の視点から
生徒の意識を高
めていく。 
 

①学校行事や部活動などの活
動内容をさらに見直し、生徒
が主体となり、運営する体制
を整える。また、生徒のリー
ダーシップを醸成する機会を
つくり、「生きる力」を身に
付けさせる。 
 
 
 
 
 
②共通認識を持った教育相談
体制の確立とあいさつ運動や
交通安全指導を通じて日常の
生活指導を行い、規範意識を
身につけさせる。 
 

①学校行事や部活動におい

て生徒主体の運営体制をつ

くることができたか。各方

面で生徒がリーダーシップ

を発揮できていたか。 

 

 

 

 

 

 

②基本的生活習慣が確立さ

れたか。充実した教育相談

が行われたか。 

 

①部活動や学校行事に
おいて、初めは受け身
だった生徒たちが活動
を重ねるうちに徐々に
自ら動こうとする気持
ちを持つようになって
いった。特に３年次生
は、リーダーシップを
発揮し学校行事を企画
運営し、学校全体を活
性化させた。 
 
②年次を中心に教育相
談が活発に展開され
た。また、定期的にあい
さつ運動・交通安全指
導を実施し、生徒に規
範意識を持たせること
ができた。  

①引き続き、生徒主体
の運営体制を整えなが
ら、生徒がリーダーシ
ップを発揮できる環境
を整えていく。 
 
 
 
 
 
 
 
②・共通認識を持った
指導体制の確立が必要
である。 
・日常の生活から規範
意識を身につけるため
の、卒業後を見据えた
継続的な指導をおこな
う必要がある。 

①部活動、学校行事が活発にお
こなわれ、生徒が伸び伸びと学
校生活を送り、成果が得られた
様子である。引き続き生徒がリ
ーダーシップを発揮できるよ
う取組を進めてほしい。進学や
就職の際、部活動や学校行事に
主体的に取り組んだ経験は、自
己 PR の貴重な材料となる。そ
のような先々のメリットも提
示して「部活動や学校行事に積
極的に参加するのは普通だ」と
いう機運を入学直後から醸成
していくとよい。 
②教育相談体制がうまく機能
しており、良い成果が得られて
いる。生徒の実態に寄り添い、
多様性と一人一人の人格を認
め合うという事を根本にして
取り組むことが大切である。 
・学校を訪問した際、生徒が挨
拶をしてくれた。心温まる思い
をするとともに、規範意識の向
上が窺えた。基本的な生活習慣
は卒業後の生活でも基礎とな
るため、改善への取組を続けて
ほしい。 

①部活動や学校
行事において、
新型コロナウイ
ルス感染症の影
響が減り、生徒
がリーダーシッ
プを発揮し自発
的に活動し始め
ているが、コロ
ナ禍で以前の活
動が継承できて
いない部分も多
い。 

 

②教育相談や生

徒の規範意識向

上に向けた指導

などは的確・効

果的に実施され

ていた。 

①コロナ禍での
マイナス部分を
問題にせず、新
たに部活動や学
校行事を作り上
げていく意識を
生徒・教員・保
護者が共に持
ち、活動を進め
ていくことが肝
要であると思わ
れる。 

 

②生活指導上の
問題は多くなか
ったものの、日
常の挨拶や登下
校マナー等は指
導を継続してい
く必要性を感じ
るため、職員の
共通認識醸成が
重要になってく
る。 



 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月 18 日実施） 

総合評価（３月 23 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

〇総合学科のガ
イダンス機能
を活用し、生
徒の主体的な
進路選択を支
援・指導でき
る進路指導体
制の充実を図
る。 

 
 
〇学校外の教育
力を活用して
「課題解決能
力」や「コミュ
ニケーション
能力」を育み、
キャリア発達
を促す。 

 

① ガイダンス 
の 授 業 を 中 心
に、個に応じた
キャリア教育を
行い、将来の職
業観を構築する
と共に、上級学
校で学習できる
進路支援・指導
を展開する。 
 
② 総合学科高 
校の強みを活か
し、校外でも学
習する力を育成
し、高校卒業後
の目標設定・達
成に向けた意識
づくりの機会を
設ける。 

①ガイダンスの授業で職業観
や自己実現あるいは進路選択
を支援するプログラムを計画
する。  
 
 
 
 
 
 
 
②他の総合学科高校や上級学
校と連携して、学校外で学ぶこ
とができる機会を生徒に提供
する。 
②生徒一人ひとりが主体的に
進路選択を行うことができる
ように、生徒の個性に応じた進
路指導や進路相談を実施する。 

①生徒のニーズに応じたプ
ログラムを実施し、自己理
解や進路選択を支援できた
か。 
 
 
 
 
 
 
 
②学校外での学びについて
生徒に周知し、講座の受講
等につなげることができた
か。 
②履修や進路について個々
に適した十分な相談の機会
を設けたか。生徒のニーズ
に応えた指導ができたか。 
  

①・例年のプログラム
に加え、上級学校と職
業人を結びつけたプロ
グラムを実施した。ま
た、ガイダンスⅠから
Ⅲでの取り組み、及び
課題研究の成果が、生
徒の職業観の形成や自
己実現、進路選択に大
きな影響を与えた。 
②・上級学校や企業と
連携した新たなプロジ
ェクトを計画実践し
た。また、夏の学びや、
上級学校との連携事業
を通じて、多くの生徒
を学校外の学びに繋げ
ることができた。 
②履修や進路について
説明会を開き丁寧に説
明を行った。その上で、
生徒一人ひとりと面談
を行い、生徒の進路希
望を実現できるよう支
援した。 

①１年間を見通して授
業計画を立て、各プロ
グラムを計画的に実施
していく必要がある。 
②コロナによる講座数
や受講定員数の減少に
より、生徒が必ずしも
希望の講座を受けられ
ない状況があった。学
校外での学びの機会を
確保するため、引き続
き、他の総合学科高校
や上級学校との連携を
図っていく。 
②３年次になっても進
路決定がなかなかでき
ずに進路準備が出遅れ
る生徒の支援が課題で
ある。進路指導の柱で
あるガイダンスを活か
して一人ひとりの進路
実現に向けた指導を継
続していく。 

①・上級学校と職業人・企業と
の新たなプログラムが実施さ
れたことは、画期的なことと評
価したい。また、上級学校との
接続は、職業観や進路選択を支
援するだけでなく、思考力、プ
レゼンテーション能力、ディス
カッションスキル等を高める
機会にもなる。今後も、引き続
き取り組むと良い。 
・３年次生が下級生に、自身の
進路選択の体験を伝える機会
を設けてはどうか。 
 
②コロナ禍での制限の中でも
生徒一人ひとりのニーズに合
わせた策が講じられ、またそれ
が浸透しており、成果が得られ
ている。今後も生徒のニーズを
踏まえ、関係各所との連携など
の取り組みを一層充実させ、生
徒一人ひとりに寄り添う指導
を期待したい。 

①・学校関係者
からも評価され
たように、上級
学校と職業人・
企業との新たな
プログラムが実
施できたことは
されたことは大
きな成果であ
る。来年度以降、
さらに多くの生
徒が参加できる
プログラムに拡
大していきた
い。 
②進路準備が出
遅れる生徒の支
援では、総合学
科の特徴である
ガイダンスを活
かした指導が不
十分な部分があ
ることが課題で
ある。 

①・上級学校と
職業人・企業と
の新たなプログ
ラムは、ガイダ
ンスの授業への
位置づけ、また
中学校や他の上
級学校とも連携
を広め、さらに
魅力的なものへ
と進化させてい
きたい。 
 
 
②新型コロナウ
イルス感染症の
影響でガイダン
スの授業内容で
変更や縮小せざ
るを得ない部分
があっただけ
に、ポストコロ
ナに向け拡充を
図りたい。 

４ 地域等との協働 

〇地域や保護者
との連携を推
進し、開かれ
た学校づくり
を進め、本校
の教育活動を
積極的に発信
し、広報活動
を推進する。 

 
 
〇防災意識を高
め 、 本 校 の
SDGs(防災)の
体制づくりに
取り組む。 

 

① HP の拡充等 
を通じ本校の教
育活動を随時発
信し、広報活動
を充実させるこ
とで地域連携、
学校間連携を強
化し、開かれた
学校づくりを推
進する。 
 
② 防災意識を 
高める目的で訓
練を計画・実施
し、また地域と
の防災連携を強
化する。 
 

①学校説明会や中学校訪問、文
化祭やオープンスクールなど
を通じて充実した広報活動を
実践し、ホームページや掲示板
の内容を充実させる。 
 
 
 
 
 
 
②防災計画の具体化、防災訓練
の実施等で防災意識を高める。
また、地域との防災連携を拡充
させる。 

①来校者数や来校時のアン
ケート結果の集約、ホーム
ページの内容更新の状況。 
 
 
 
 
 
 
 
 
②防災計画の具体化や更新
状況。備蓄品の補充。防災訓
練の実施状況。防災に関わ
る地域との連携状況。 

①・ホームページを活
用し充実した広報活動
を行うことができた。 
・定期的に学校運営協
議会を開催し、委員の
方々と意見を交換する
ことができた。コロナ
の影響で停止していた
地域との連携も、少し
ずつではあるが再開す
ることができた。 
②防災に備えたマニュ
アルの確認や、防災意
識を高めるための防災
訓練を実施することが
できた。また、災害に備
え備蓄品の補充をおこ
なった。 

①・学校活動の成果を
アピールするため、情
報発信の更新や幅広い
発信を継続していく。 
・学校運営協議会委員
の助言を学校運営に生
かしていく。また、地域
の方々に実際に校内の
様子を見ていただく機
会を増やしていく。 
 
②防災に対する意識を
より高め、新たな災害
に備えた計画を具体化
する必要がある。また
地域との連携を図るこ
とで不測の事態に備え
る必要がある。 

①・ホームページを活用し充実
した広報活動が出来たことは
評価したい。今後も地域や他の
学校との連携強化のために、幅
広い情報発信を期待する。 
・学校運営協議会各委員の得意
分野に関しては、運営そのもの
への協力をお願いしたらよい。 
・地域交流機会の回復が望まれ
る。ダンス部の全国制覇は素晴
らしい。並木のサマーフェスタ
で披露してもらいたい。 
②防災訓練は、南海トラフ巨大
地震等、具体的な事象に目を向
け実施できるのではないか。実
践力の向上と地域との連携強
化を図り、防災力全般の向上を
望む。 

①・学校説明会、
公私合同説明会
など広報活動は
充実させること
ができたが、地
域との連携はコ
ロナ禍で停滞し
たままである。 
 
②防災訓練は定
期的に実施でき
たものの、全体
で集合すること
を回避したた
め、その効果は
限定的であっ
た。 

①・コミュニテ
ィ FM との連携
や、文化祭や防
災訓練などを通
じ、地域とのつ
ながりを再構築
していく。 
 
 
②東日本大震災
の記憶が薄れて
いく中、地域社
会と連携して防
災訓練などを効
果的に計画・実
施していく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇安全・安心な
学校づくりを
推進する。 

 
 
 
 
〇総合学科とし
て、社会の変
化に迅速に対
応できる学校
運営組織の構
築 に 取 り 組
む。 

① 全職員が積 
極的に取組める
よう研修会の充
実を図り、不祥
事を未然に防ぐ
体制づくりに努
める。 
② Teams 等の 
効果的な活用や
業務の見直しか
ら働き方改革を 
進め、生徒に寄
り添う時間を増
やすべく業務の
スリム化を推進
する。 

①私費執行に関する研修会の
実施。 
①不祥事ゼロプログラムを定
め、事故防止に向けた啓発活動
をおこなう。 
 
 
②職員への情報の伝達等の、デ
ータでの配信をすすめ、データ
での管理を行い、情報を整理
し、共有化することにより、業
務と時間を効率化する。 

①私費執行に関する事故・
不祥事の未然防止に取り組
む意識が向上し実行できた
か。 
①定期的に研修の機会を設
け、職員の意識を向上させ
ることができたか。 
②職員一人ひとりの勤務時
間が適正化されたか。（勤務
時間管理システムの有効活
用で把握する。） 

①私費の執行や事故防
止の関する研修会を行
いスムーズに取り組む
ことができた。 
①年度初めに不祥事ゼ
ロプログラムを定め、
月１回定期的に研修を
おこない、事故防止に
対する職員の意識を向
上させることができ
た。 
②学校説明会等の参加
申し込みに電子申請シ
ステムを活用するな
ど、効率よく業務を行
うことができた。 

①定期的に私費執行に
関する事故防止等の研
修会を計画するなど、
引き続き、事故防止に
向けた啓発活動をおこ
なう必要がある。 
 
②Teams 等の活用によ
り、打合せ時間が短縮
され、拡大時差出勤が
しやすい環境も作られ
ている。今後も更に、勤
務時間の適正化に努め
たい。 

①研修は定期的に反復して行
うことが大切である。県がサポ
ートする体制が必要だと思う。 
②・勤務時間・体系に関しては
更なる改革が必要である。教職
員がコア業務に集中するため
にも、校内の Wi-Fi 環境を改善
し、業務の IT 化、効率化を推
進していく必要がある。 
・業務アシスタントの更なる充
実を図るとともに、県教委との
連携を強化し、教職員の業務量
が軽減するよう希望する。それ
により生徒一人ひとりに更に
向き合えるよう、学校運営の充
実を図って欲しい。 

①継続的に研修
会を行い、実際
に事故なく年度
を終えることが
できたが、何事
も他人事としな
い意識を涵養し
ていく。 
②Teams や電子
申請システム等
の活用により、
業務のスリム化
は進んだが、今
後も効果的な業
務改善を図る。 

①研修会を行う
ことが目的では
なく、事故不祥
事を起こさない
ことこそ重要で
あることを認識
していくことが
必要である。 
②他校の実例な
ども参考にし、
働き方改革を進
め、魅力的な職
場づくりを念頭
に業務の見直し
を進める。 



 


